
「空 白の一 日問題 」の早 期解 決をは かり       

臨 時教 職員の 働く環 境の改 善で、 均等待 遇を求 めます  
 
 

大阪 府 当 局は 、 臨時 教 職 員に 対 し 、「 任 用期 間 が 半年 、 更新 は １ 回（ 地 方公 務 員 法２ ２ 条）」 を 機

械 的に 運 用 し、 年度 末 に 数日 の 空 白期 間 を設 け て 、何 度も 任 用 をく り 返 す脱 法 的な 手 法 とっ て い ま

す 。そ の ため 、 臨時 教 職 員は 、 任用 が 切 られ る たび に 「国 民 年 金 と国 民 健康 保 険 への 切 り 替え 、 ３

月 分の 保 険 料の 自 己 負担 、 ４月 以 降の 再 任 用が 決 まる と 、社 会 保 険に 再 加 入す る 」と い う煩 雑 な 手

続 きを 毎 年 おこ な わ なけ れ ば なり ま せ ん。  

「新 学 期 が始 ま っ た 直後 か ら 、２ 度 も 市 役所 や 社 会 保険 事 務 所に 出 向 か なく て は なら な い 」「健

康 保険 証 の 再交 付 ま で無 保 険 にな る（ ２ヶ 月 間に お よ ぶ場 合 も ）」な ど 切実 な 声 が上 が っ てい ま す 。

昨 年度 、無 保険 期 間 中に 腹 痛 を我 慢 し たた め 、「あ と 数日 治 療 が 遅れ た ら、腹 膜 炎を 併 発 し、命 を落

と す危 険 な 状態 だ っ た（ 医 師 の診 断 ）」と い う 深刻 な 事 態も 起 こっ て い ます 。  

昨年 の 臨 時国 会 に おい て 、政 府 は「 次 の任 用 の予 定 が 明ら か で ある ケ ー スで 、事 実 上 使用 が 継 続

し てい る と 認め ら れ る場 合 に は被 保 険 者資 格 は継 続 す る」 と答 弁 し まし た 。こ の答 弁 を 受け る 形 で

厚 労省 ・ 総務 省 ・文 科 省 から 「１ 日 な いし 数 日 の空 白 が あっ て も 、実 質 継続 雇 用と 判 断 され る 場 合

は 被保 険 者 資格 を 喪 失さ せ な い」 と い う趣 旨 の通 知 ・ 事務 連 絡 が発 出 さ れま し た。  

この 通 知 後、 神 奈川 ・ 愛知 、 近 畿で は 和歌 山 な ど多 く の 府県 （ 東京 都 ・京 都 府 ・北 海 道な ど は す

で に実 施 ）で 、 保険 者 資 格を 喪 失 させ な いよ う 改 善さ れ ま した 。 大阪 に お いて 、他 府 県 にな い 異 常

な 臨時 教 職 員の 大 量 採用 を し てい る に もか か わら ず 、こ の 問 題 にい ま だ改 善 す る動 き が あり ま せ ん。

使 用者 責 任 とし て 一 刻も は や い対 応 を 求め ま す。  

 

 

大 阪府 知 事    松 井 一 郎 様 

○ 臨時教職 員の「空 白の一 日問題」 を早期に 解決し、 差別的待 遇をなく すこと。  

２ ０１ ４ 年    月  

大  阪  教 職  員  組  合  

 

氏 名 氏  名 氏 名 氏 名 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

地
方
公
務
員
法

22

条
で
は

「
臨
時
職
員
の
任
用
期
間
は
半

年
、
更
新
は
一
回
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
務

員
は
正
規
採
用
が
当
た
り
前
、

教
職
員
も
そ
の
例
外
で
は
な
い

と
い
う
主
旨
で
す
。

し
か
し
大
阪
府
当
局
は
、
年

度
末
に
数
日
の
空
白
期
間
を
設

け
て
、
何
度
も
任
用
を
く
り
返

す
脱
法
的
な
手
法
を
と
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
臨
時
教
職
員
は
、

任
用
が
切
ら
れ
る
た
び
に
「
国

民
年
金
と
国
民
保
険
へ
の
切
り

替
え
、
３
月
分
の
保
険
料
の
自

己
負
担
、
４
月
以
降
の
再
任
用

が
決
ま
る
と
、
社
会
保
険
に
再

加
入
す
る
」
と
い
う
は
ん
ざ
つ

な
手
続
き
を
毎
年
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
新
学
期
が
始
ま
っ
た
直
後

か
ら
、
２
度
も
市
役
所
や
社
会

保
険
事
務
所
に
出
向
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
「
健
康
保
険
証

の
再
交
付
ま
で
無
保
険
に
な
る

（
２
ヶ
月
間
も
）」
な
ど
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
、
無
保
険
期
間
中
に
腹
痛
を

我
慢
し
、
「
あ
と
数
日
治
療
が

遅
れ
た
ら
、
腹
膜
炎
を
併
発
し
、

命
を
落
と
す
危
険
な
状
態
だ
っ

た
（
医
師
の
判
断
）
」
と
い
う

深
刻
な
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
。昨

年
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、

政
府
は
「
次
の
任
用
の
予
定
が

明
ら
か
で
あ
る
ケ
ー
ス
で
、
事

実
上
使
用
が
継
続
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
被
保
険

資
格
は
継
続
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
こ
の
答
弁
を
受
け
る

形
で
厚
労
省
・
総
務
省
・
文
科

省
か
ら
「
一
日
な
い
し
数
日
の

空
白
が
あ
っ
て
も
、
実
質
継
続

雇
用
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
被

保
険
者
資
格
を
喪
失
さ
せ
な
い
」

と
い
う
趣
旨
の
通
知
・
事
務
連

絡
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
通
知
後
、
神
奈
川
・
愛

知
、
近
畿
で
は
和
歌
山
な
ど
多

く
の
府
県
（
東
京
都
・
京
都
府
・

北
海
道
な
ど
は
す
で
に
実
施
）

で
、
保
険
者
資
格
を
喪
失
さ
せ

な
い
よ
う
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
に
お
い
て
、
他
府
県
に

な
い
異
常
な
臨
時
教
職
員
の
大

量
採
用
を
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
に
い
ま
だ

改
善
す
る
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
責
任
者
と
し
て
一
刻
も
早

い
対
応
を
求
め
ま
す
。

大
阪
教
職
員
組
合
は
、
臨
時

教
職
員
の
「
空
白
の
一
日
」
を

改
善
し
、
差
別
的
待
遇
を
改
め

る
よ
う
職
場
か
ら
署
名
を
集
め

提
出
し
ま
す
。

す
べ
て
の
教

職
員
の
み
な

さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

NO.1968 2014.6．11.

発行 泉北教職員組合

〒594-0071 和泉市府中町6-12-2

℡0725-41-1953 Fax0725-44-6570

E-mail senboku@gf6.so-net.ne.jp

教え子をふたたび戦場に送るな！

泉北教組定期大会
同女性部定期大会
6月17日(火)17:30～
和泉コミセン３階ホール

加入・お問合せは、

大教済まで
Tel 06-6768-4326

Fax 06-6768-9286


